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アイゴは水温が 17.5℃以上となる 5月上旬から 12月中旬に漁獲され,水温が 17.5℃以下とな
る12月下旬から4月下旬にはほとんど漁獲されなかった。ただし,2007年1月には水温17.2℃
で 0.2kg(3尾),同年 3月には水温 16.1℃で 0.7kg(1尾)が例外的に漁獲された。1網あたり漁
獲量は 7月中旬から 8月下旬に増加し,9月上旬から 11月上旬に一旦減少した後,11月中旬
から 12月上旬には再度増加した。1網あたり漁獲量の最大値は 2007年 11月 30日に記録さ

























































体長と GSIの関係を図-11に示す。雌雄とも体長 150mm以下の個体ではGSIが 1以下で
 7 
あったが,雄は体長 155mm以上,雌は体長 168mm以上でそれぞれ GSIが急激に上昇した。
これより,館山湾におけるアイゴの成熟体長は雄が 155mm,雌が 168mmであるものと推定した。
なお,GSIの最高値は雄で 28.9(体長 236mm),雌で 38.6(体長 288mm)に達した。 
 
3-8.消化管内容物 
消化管内容物の出現頻度を表-2 に示す。1074 尾の消化管内容物を調査した結果,730 尾
からは赤褐色または緑褐色の液状物のみが出現し,固形物は出現しなかった。一方,344 尾か
らは固形物が出現し,各分類群の出現頻度(F)は褐藻 48.3%,紅藻 22.4%,魚鱗 21.8%,緑藻
18.9%,ヒドロ虫類 12.2%,ワレカラ類 6.7%,その他 16.0%となった。なお,その他としては魚類の














少ない傾向にあることが示唆された。このことについて検証するため,GSI と CSI の関係を図
-13に示した。GSIの低い個体ほど CSIのばらつきが大きく,GSIが 5以下の個体では CSIは
 8 
0.56～9.09であった。一方,GSIの高い個体ではCSIが低い値に収束し,GSIが35以上の個体





























































































約 8mm)から 80日(全長 115mm)頃までは直線的な成長を示し,その後は成長が鈍った。36)ま
た,今回推定された成長式に上述の成熟体長を当てはめると, 雄の 155mm,雌の 168mm と
も,2.1～2.2歳に相当し,成熟年齢は 2～3歳であると推定される。アイゴは,孵化後約 1 ヶ月,全













































































































































    *性比＝雄／雌,1～4月は試料数が少ないため, 



































  0 
  0 
  0 
  0 
13 









  3 
  0 
  1 











  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
  2 
  0 
  0 
 19 
 19 






















































































































































































































































































































































































































































































































1) 桑原久実,綿貫 啓,青田 徹,横山 純,藤田大介. 磯焼け実態把握アンケート調査の結果. 
水産工学 2006; 43: 99-107. 
2) 本永文彦,喜屋武俊彦. 沖縄島沿岸定置網によって漁獲されるシモフリアイゴの産卵生態. 
南西外海の資源･海洋研究 1988; 4: 33-40. 
3) 杉山昭博,友利昭之助. 石垣島におけるアイゴ類成魚の漁獲変動と稚魚の季節的来遊. 
水産増殖 1990; 38: 67-74. 
4) 本永文彦. 沖縄島におけるシモフリアイゴの産卵期の体長組成および成熟度と性比. 南
西外海の資源･海洋研究 1991; 7: 29-37. 
5) Hoque M, Takemura A, Takano K. Annual changes in oocyte development and 
serum vitellogenin level in the rabbitfish Siganus canaliculatus (Park) in Okinawa, 
southern Japan. Fish. Sci. 1998; 64: 44-51.  
6) 金城清昭,本永文彦,木村基文. 沖縄島におけるシモフリアイゴの着底. 日水誌 1999; 
65: 19-25. 
7) 山田秀秋,桐山隆哉,吉村 拓. アイゴの初期生態の南北差. 水産工学 2006; 43: 
35-39. 
8) 山田秀秋,渋野拓郎. アイゴ科魚類2種の耳石微細構造ならびに耳石元素組成の着底に
伴う変化. 日水誌 2007; 73: 859-866. 
9) 平松達男. 磯根資源に関する考察(アイゴについて). 福岡水試事業報告, 福岡水試, 
福岡. 1956; 405-421. 
10) 増田博幸,角田利晴,林 義次,西尾四良,水井 悠,堀内俊助,中山恭彦. 藻食性魚類アイ
ゴの食害による造成藻場の衰退. 水産工学 2000; 37: 135-142. 
11) 桐山隆哉,野田幹雄,藤井明彦. 藻食性魚類数種によるクロメの摂食と摂食痕. 水産増殖 
2001; 49: 431-438. 
 31 
12) 木村 創. 養殖ヒロメにおける魚類の捕食. 和歌山水試報告 1994; 26: 12-16. 
13) 桐山隆哉,藤井明彦,藤田雄二. 藻食性魚類によるヒジキの摂食と摂食痕の特徴.水産増
殖 2005; 53: 335-365. 
14) 野田幹雄,長谷川千恵,久野孝章.水槽内のアイゴ Siganus fuscescens 成魚によるアラメ
Eisenia bicyclisの特異な採食行動.水産大学校誌 2002； 50； 151-159. 
15) 清水節夫,吉村 拓,新井章吾. 長崎県野母崎の潮下帯に生育する大型褐藻 5種に対す
る藻食性魚類の採食選択性. 西水研研報 2000; 78: 67-75. 
16) 中山恭彦,新井章吾. 南伊豆･中木における藻食性魚類 3 種によるカジメの採食. 藻類 
1999; 47: 105-112. 
17) 長谷川雅俊,小泉康二,小長谷輝夫,野田幹雄. 静岡県榛南海域における磯焼けの持続
要因としての魚類の食害. 静岡水試研報 2003; 38: 19-25. 
18) 桐山隆哉,藤井明彦,吉村 拓,清水節夫,四井敏雄. 長崎県下で1998年秋に発生したアラ
メ類の葉状部欠損現象. 水産増殖 1999; 47: 319-323. 
19) 桐山隆哉,藤井明彦,藤田雄二. 長崎県沿岸におけるヒジキ生育不良現象を摂食によっ
て誘発している原因魚種. 水産増殖 2005; 53: 419-423. 
20) 中山恭彦,幸塚久典,新井章吾. 漂着アマモに認められた藻食性魚類の採食痕. 藻類 
2005; 53: 141-144.  
21) 清水 博,渡辺耕平,新井章吾,寺脇利信. 日向灘沿岸におけるクロメ場の立地環境条件
について. 宮崎水試研報 1999; 7: 29-41. 
22) 野田幹雄,北山和仁,新井章吾. 響灘蓋井島の秋季と春季における成魚期のアイゴの食
性. 水産工学 2002; 39: 5-13. 
23) 山口敦子. 食性と行動生態を調べる. ｢海藻を食べる魚たち｣ (藤田大介,野田幹雄,桑
原久実編著) 成山堂書店, 東京. 2006; 126-137. 
24) 小泉康二,望月雅史,柳瀬良介,長谷川雅俊,石田孝之. 西駿河湾沿岸に分布するアイゴ
の資源生態. 静岡水試研報 2002; 37: 41-44. 
 32 
25) 山口敦子,井上慶一,古満啓介,桐山隆哉,吉村 拓,小井土 隆,中田英昭. バイオテレメト
リー手法によるアイゴとノトイスズミの行動解析. 日水誌 2006; 72: 1046-1056. 
26) 圦本達也.藻食性魚類の漁獲・利用の事例.水産工学 2002；39(1)：37-40 
27) 内田恵太郎. アイゴの生活史並びに斑紋の変化について. 動物学雑誌 1932; 44: 
309-322. 
28) 新井章吾. 南日本における藻食魚による藻場崩壊の機構について. 藻類 2000; 48: 
76-77. 
29) 藤田大介. 植食性魚類は海藻･藻場とどのように関わってきたか. 水産工学 2006; 43: 
53-58. 
30) 秋山清二. 千葉県館山湾の定置網漁業における漁獲物の投棄実態. 東水大研報 
1997; 84: 53-64. 
31) 秋山清二. 館山湾の大型定置網における漁獲物の投棄実態. 日水誌 2007; 73: 
1103-1108. 
32) 秋山清二,貝原智志,有元貴文. 千葉県館山湾におけるアオリイカ狩刺網の漁獲特性. 
日水誌 2004; 70: 865-871. 
33)  Yamaoka  K,  Kita  H,  Taniguchi  N.  Genetic  relationships  in  Siganids  from 
southern Japan. Proc. 4th Indo-Pac. Fish Confer. 1994; 294-316. 
34) 島田和彦. アイゴ科 Siganidae. 「日本産魚類検索 全種の同定 第二版」 (中坊徹次
編) 東海大学出版会, 東京. 2000; 1315-1317. 
35) 森 敬四郎. 定置網の漁獲選択性. 「漁具の漁獲選択性｣ (日本水産学会編) 恒星社
厚生閣, 東京. 1979; 46-64. 
36) 北島 力,藤田矢郎,塚島泰生,荒川敏久. アイゴ仔稚魚の飼育と形態および食性の変化. 
長崎水試研報 1980; 6: 61-70.  
37) 隆島史夫,羽生 功. 「水産養殖学講座4 水族繁殖学」 緑書房, 東京. 1989； 24. 
 
 33 
38) Park YJ, Takemura A, Lee YD. Lunar-synchronized reproductive activity in the 
pencil-streaked  rabbitfish  Siganus  doliatus  in  the  Chuul  Lagoon,  Micronesia. 
Ichthyological Research 2006; 53: 179-181. 
39) Hyslop EJ. Stomach contents analysis- a review of methods and their application. 
J. Fish Biol. 1980; 17: 411-429. 
40) 山田博一,長谷川雅俊. アイゴの両顎歯を被う膜. 静岡水試研報 2004; 39: 59-61. 
41) 秋山清二. 定置網の揚網方法を考える. ていち 1999; 96: 1-14. 
42) 小島純一. アイゴ科 Siganidae. 「日本産稚魚図鑑」 (沖山宗雄編) 東海大学出版会, 
東京. 1988; 649-651. 
43) 木元克則,日向野純也,足立久美子,高木儀昌,新井健次,寺島裕晃,横山禎人,中畑敬章. 
潜水式囲い網による底生性小型魚類とアミ類の定量的採集法,日本海沿岸の砂浜域におけ
る採集例. 水工研技報 1996; 18: 45-57. 
44) 山本章太郎. 相模湾の定置網における付着生物ベニクダウミヒドラの成長について. 神
水研研報 1996; 1: 59-62. 
45) 山口恭弘. 陥穽漁具の機能変化に関する研究. 長大水研報 2000; 81: 1-41. 
46) 川俣 茂,長谷川雅俊. アイゴによるアラメ・カジメ摂食に及ぼす波浪と水温の影響. 水産
工学 2006; 43: 69-79 
47) 桑原久実,山内 功,木下淳司. アイゴ食害を受けた人工リーフ上のカジメ群落と流動環境
について. 平成18年度日本水産工学会学術講演会講演論文集 2006; 115-118 
